
日本語版 M.D. Anderson Symptom Inventory (M. D. アンダーソンがんセン

ター版症状評価票) 

【概要】 

 がん患者は、痛みのみならず、様々な症状を有していることが知られていま

す。これらの症状の緩和に当たっては、簡便で実用的な尺度を用いて繰り返し

症状を評価し、モニタリングしていくことが、その緩和のために重要です。 

 M. D. アンダーソンがんセンター版症状評価票は、そのような使用を念頭に

開発された、複数の症状の重症度を評価するための質問票です。Brief Fatigue 

Inventory 同様、この尺度の特徴として、１）短くて、記入が簡単であること、

２）他の言葉に訳しやすいこと、３）生活への支障を問う質問が含まれている

ことが挙げられます。 

【対象】 

がん患者。 

【項目数】 

19 項目 

症状の強さ １3 項目 

症状による生活への支障 6 項目 

【評価】 

｢この 24 時間の｣13 の症状の強さと、生活への支障について評価します。 

【採点方法】 

 13 の症状の強さに関する項目の平均点、及び 6 つの生活への支障に関する

項目の平均点を算出して、それぞれ症状スコア、支障スコアとすることができ

ます。また因子分析の結果、症状項目は 2 因子から成立することが示されてお

り、消化器症状スコアとして吐き気、嘔吐、食欲不振の 3 項目の平均値を、一

般症状項目としてその他 10 項目の平均値を算出することが可能です。 
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【使用許諾】 

本尺度の使用にあたっては、その許諾の必要はありません。ただし、本尺度

を用いた研究を発表する際には上記論文を出典として引用をして下さい。ま

た可能であれば、論文の別刷、発表抄録を精神腫瘍学開発分野まで郵送して下

さい。 

＜質問票使用時の注意点＞一般的に、質問票を使用する際には、患者の状態に

注意する必要があります。全身状態が重篤であるなど身体的問題のために施行

が困難であったり、せん妄・痴呆など認知障害のために回答の信頼性に問題が

あったりする場合があります。また、質問票の内容やそれを使用する状況によ

っては、患者がストレスを感じる可能性もあります。従って、本質問票を使用

する際にも常に、患者の身体的・心理的状態について充分な配慮をすることが

必要です。 
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